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総
会
で
は
中
屋
会
長
（
代
読
）
の
挨
拶
の

後
、
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

協
議
で
は
、
令
和
５
年
度
事
業
報
告
や
決

算
、
令
和
６
年
度
活
動
方
針
案
、
事
業
計
画

案
、
予
算
案
、
新
役
員
案
等
が
審
議
さ
れ
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

本
地
区
の
生
涯 

学
習
の
推
進
、
社 

会
教
育
の
振
興
、 

そ
し
て
、
人
づ
く 

り
、
つ
な
が
り
づ 

く
り
を
通
し
て
、 

コ
ロ
ナ
禍
後
の
地 

域
の
活
性
化
に
努 

め
る
こ
と
を
確
認 

し
ま
し
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
、

大
切
な
伝
統
文
化
や
自
然

（
動
植
物
等
）
が
数
多
く
残

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

十
島
村
で
も
国
や
県
・
村
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ユ

ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い

る
悪
石
島
の
仮
面
神
「
ボ
ゼ
」
は
有
名
で
す

が
、
昨
年
は
諏
訪
之
瀬
島
の
落
差
２
８
３
㍍

の
「
白
水
の
滝
」
が
「
名
勝
」
と
し
て
村
の

文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
落
差
日
本
第

３
位
の
滝
で
す
。
他
に
も
ま
だ
ま
だ
た
く
さ

ん
の
「
宝
」
が
ど
の
島
に
も
眠
っ
て
い
ま
す
。

民
俗
芸
能
の
盆
踊
り
等
は
後
継
者
不
足
で

危
機
に
瀕
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
学

校
教
育
の
中
で
も
「
ト
カ
ラ
科
」
(
総
合
的
な

学
習
)
を
使
っ
て
、
調
べ
、
ま
と
め
、
情
報
発

信
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

地
域
か
ら
の
要
望
や
、
文
化
財
保
護
審
議

委
員
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
た
く
さ

ん
の
「
宝
」
を
後
世
に
残
す
努
力
を
こ
れ
か

ら
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、「
十
五
の
島
立
ち
」
を
す
る
子
供
た

ち
が
自
立
し
、
そ
し
て
、
将
来
自
分
の
島
に

魅
力
を
感
じ
、
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
よ
う
な
取

組
を
、
今 

後
も
進
め 

て
い
き
た 

い
と
思
い 

ま
す
。 

地
域
の
宝
を
守
り
、
活
か
し
、
残
す
た
め
に 

 

十
島
村
教
育
委
員
会 

教
育
長  

木
戸 

浩 

５
月
20
日
（
月
）
、
い
ち
き
串
木
野
市
い
ち

き
ア
ク
ア
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
日
置
地
区
内

の
社
会
教
育
関
係
団
体
長
や
社
会
教
育
行
政

担
当
者
及
び
学
校
長
代
表
、
福
祉
、
防
犯
関

係
等
の
委
員
31
名
（
委
任
状
含
む
）
が
出
席

し
て
、
本
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

５
月
13
日
（
月
）、
鹿
児
島
地
域
振
興
局

で
、
２
市
２
村
の
担
当
者
18
名
が
出
席
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
松
尾
会 

長
の
挨
拶
の
後
、
令
和 

５
年
度
事
業
報
告
・
決 

算
報
告
、
令
和
６
年
度 

事
業
計
画
案
、
予
算
案 

及
び
役
員
案
が
審
議
さ 

れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
２
市
２
村
の 

子
ど
も
会
活
動
の
取
組 

が
発
表
さ
れ
、
短
い
時 

間
で
し
た
が
、
地
域
で
の
活
動
や
問
題
点
な

ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 
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コ
ロ
ナ
禍
後
の 

人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り 

 

い
も
こ
じ 

  

青
少
年
の
健
全
育
成
及
び
生
涯
学
習

社
会
実
現
を
目
指
す
社
会
教
育
関
係
者

の
役
割
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
。 

総会での協議 

月 日 曜 令和６年度 地区社会教育振興会関係行事 

６ 
14 金 鹿児島地区社会教育委員・社会教育担当者等研修会  ≪日置市≫ 

(兼 鹿児島地区人権教育ブロック別指導者研修会) 

18 火 日置地区地域女性団体連絡協議会研修会 ≪いちき串木野市≫ 

７ 
６ 土 日置地区ＰＴＡ正副会長等研修会 ≪いちき串木野市≫ 

16 火 
鹿児島地域文化財保護審議会委員及び文化財行政担当者等
研修会  《いちき串木野市》 

８ 27 火 
日置地区ふるさとを興す保健･福祉学習大会及び組織･教育･食
料･環境学習大会 ≪いちき串木野市≫ 

10 22 火 日置地区公民館経営研究会 ≪日置市≫ 

11 
７ 木 第５４回九州ブロック社会教育研究大会鹿児島大会（～８日） 

19 火 日置地区文化財担当者等研修会 ≪場所未定≫ 

1 25 土 県ＰＴＡ活動研究委嘱公開≪日置市≫ 

２ ２ 日 日置地区生涯学習推進大会≪いちき串木野市≫ 

会 

長 

中
屋 

謙
治 

 
 

 
 
 

 
 

(
い
ち
き
串
木
野
市
長
) 

副
会
長 

谷
川 

敬 
 

 
 

 
 
 

(
鹿
児
島
教
育
事
務
所
長
) 

副
会
長 

中
木
屋 

豊 

(
地
区
社
会
教
育
委
員 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

連
絡
協
議
会
長
) 

監 

事 

元
山 

寿
哉 

(
日
置
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
長
) 

監 

事 

相
良 

一
洋 

 
 

 
 
 

(
い
ち
き
串
木
野
市
教
育
長
) 

監 

事 

中
川 

辰
也 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
(

羽
島
小
学
校
長)

 

令和６年度新役員（敬称略） 

活動テーマ 

主
体
的
・
意
欲
的
な
子
ど
も
会
活
動
を
！ 

  

会 

長 
松
下 

良
照
（
い
ち
き
串
木
野
市
） 

副
会
長 
松
尾 

四
男
（
日
置
市
） 

副
会
長 

長
濵 
義
人
（
三
島
村
） 

監 

事 

上
園 

 
徹 
（
い
ち
き
串
木
野
市
） 

監 

事 

下
野 

照
男
（
日
置
市
） 

1 1 2 ９ 7 7 月 
10 7 13 28 27～28 日 

鹿
児
島
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議 

会
第
３
回
運
営
委
員
会
〖
鹿
児
島
地
域
振
興
局
〗 

鹿
児
島
地
区
子
ど
も
会
大
会
、
指
導
者
・
育

成
者
研
修
会 

〖
日
吉
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
〗 

鹿
児
島
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

第
２
回
運
営
委
員
会
〖
い
ち
き
串
木
野
市
〗 

青
少
年
ふ
る
さ
と
美
化
活
動 

県
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
及
び
高
校
生
ク
ラ
ブ

等
交
流
大
会
（
北
薩
地
区
） 

主   

な   

行   

事 

総会の様子 

令
和
６
年
度
地
区
子
ど
も
会
役
員
（
敬
称
略
） 

 

 

白水（しらみず）の滝 



. 

 

た
だ
、
最
近
、
増
加
し
て
い
る
通
販
な
ど

の
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル
は
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
が
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
そ
の
た 

め
に
い
わ
ゆ
る
お
試
し 

ネ
ッ
ト
通
販
(
こ
れ
っ
て
１ 

回
限
り
じ
ゃ
な
い
の
？
)
な 

ど
で
は
、
注
文
前
に
販 

売
サ
イ
ト
や
「
最
終
確 

認
画
面
」
の
表
示
を
よ 

く
確
認
し
て
く
だ
さ
い 

と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

研
修
を
通
し
て
、
消
費
者
問
題
を
日
々

の
生
活
と
密
接
に
関
わ
る
身
近
な
問
題
と

し
て
理
解
で
き
、
今
後
の
消
費
行
動
を
考

え
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

  
 

  
      

消費者ホットライン 
☎１８８(局番なし) 
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６
月
18
日
（
火
）、
い
ち
き
串

木
野
市
市
来
地
域
公 

民
館
で
本
研
修
会
が 

開
催
さ
れ
、
両
市
か 

ら
会
員
、
行
政
関
係 

者
含
め
71
人
の
参
加 

が
あ
り
ま
し
た
。 

消
費
者
問
題
を
知
る 

２
０
２
２
年
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、県
内

で
も
１
万
４
千
件
近
く
の
相
談
や
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
特
に
近
年
、

サ
ー
ビ
ス
が
多
様
化
し
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
の
急
速
な
普
及
に
よ
り
、年
々
複
雑
か

つ
巧
妙
・
悪
質
化
し
て
お
り
、
新
た
な
ト
ラ

ブ
ル
が
日
々
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

   

い
ち
き
串
木
野
市
水
産
商
工
課
消
費
生

活
相
談
員
の
川
﨑
哲
夫
さ
ん
に
、最
近
の
消

費
者
問
題
の
事
例
や
対
応
策
、さ
ら
に
相
談

窓
口
で
あ
る
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル 

な
ど
で
困
っ
た
時
の 

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ 

の
手
続
き
に
つ
い
て
、 

具
体
的
な
方
法
を
教 

え
て
い
た
だ
き
ま
し 

た
（
必
ず
期
間
内
に 

書
面
に
よ
る
通
知
を 

出
す
こ
と
が
大
事
）。 

日
置
地
区
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
研
修
会 

 
            講

師
は
、鹿
児
島
県
人
権
同
和
対
策
課
の

常
深
透
人
権
研
修
推
進
委
員
で
す
。 

常
深
氏
は
県
教 

育
庁
人
権
同
和
教 

育
課
長
や
鹿
児
島 

市
立
長
田
中
学
校 

長
等
を
歴
任
さ
れ 

て
い
ま
す
。 

 

講
演
で
は
次
の 

３
つ
の
視
点
で
話
を
さ
れ
ま
し
た
。 

 

⑴ 

人
権
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
す 

⑵ 

鹿
児
島
県
の
部
落
差
別
(
同
和 

問
題
)
の
現
状 

⑶ 

性
の
多
様
性 

 
 

 

「
障
が
い
者
な
の
に
、
頑
張
っ
て
い
る

ね
」「
女
性
な
の
に
、
出
世
し
て
す
ご
い
」

な
ど
、何
気
な
い
言
動
が
誰
か
を
傷
つ
け
て

い
る
「
自
覚
無
き
差
別
」
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、
そ
れ
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、
相
手 

を
尊
重
し
、
相
手
の
立
場
や
状
況
を
想
像

し
、
相
手
の
話
に
耳
を
傾
け
、
共
感
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

部
落
問
題
（
同
和
問
題
）
で
は
「
水
平
社

宣
言
」
を
詳
説
し
、
な
ぜ
、
部
落
差
別
意
識

が
生
ま
れ
る
の
か
な
ど
差
別
の
本
質
に
鋭

く
迫
る
講
話
で
し
た
。
人
を
「
異
質
」
と
と

ら
え
る
こ
と
な
く
、
相
手
の
多
様
性
が
尊

重
さ
れ
る
べ
き
だ
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法(

昨
年
６
月
施

行)

と
「
性
の
多
様
性
」
に
つ
い
て
の
現
状

と
課
題
に
も
触
れ
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
は
、
互
い
に
認
め
合
い
、
尊
重
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
と
語
ら
れ
ま
し
た
。 

差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
を 

参
加
者
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
常
深
氏

の
人
柄
が
溢
れ
る
ト
ー
ク
と
巧
み
な
話
術

で
、
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

本
研
修
会
で
高
ま
っ
た
人
権
課
題
へ
の

意
識
が
各
社
会
教
育
委
員
関
係
の
学
習
に

広
が
り
、
多
く
の
方 

の
人
権
感
覚
が
研
ぎ 

澄
ま
さ
れ
て
い
く
こ 

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

〝
身
近
に
潜
む
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
〟
ご
用
心 

対
策
は
! 

 
問 題 

人 権 
教 育 

み
ん
な
で
進
め
よ
う
人
権
教
育 

み
ん
な
で
育
て
よ
う
人
権
感
覚 

 

 

 

▲挨拶をする中木屋豊会長 

誰
も
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に 

～
無
意
識
の
思
い
込
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
～ 

演 題 

▲講演をする常深透氏 

人
権
問
題
を 

「
正
し
く
理
解
す
る
」 

 

「
自
分
の
問
題
だ
と 

感
じ
る
」 

 

「
繰
り
返
し
学
ぶ
」 

 

こ
と
が
大
切 

▲研修会の様子 

日
置
市

中
央
公
民
館
で
６
月

14
日
（
金
）
に
開
催

し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
本
研
修
会

は
鹿
児
島
地
区
人
権

教
育
ブ
ロ
ッ
ク
別
指

導
者
研
修
会
を
兼
ね

て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

  
▲挨拶をする塩屋かよ子会長 

〜
身
近
に
潜
む
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
〜 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
御
存
じ
で
す
か
？ 

▲講師の川﨑哲夫氏（右） 

▲研修会の様子 

困
っ
た
時
は
、
ま
ず
相
談
! 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
で
は
、

消
費
生
活
に
関
す
る
様
々
な
相
談

や
苦
情
を
専
門
の
相
談
員
が
受
け

付
け
、
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
た
め
に

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。 

参
加
者
か
ら
の
意
見
や
感
想
等 

❖ 

分
か
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
事
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
。 

❖ 

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
全
て
で
き
る
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
と
て
も
よ
い
勉
強
に

な
っ
た
。 

❖ 

事
例
を
聞
き
な
が
ら
思
い
当
た
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
断
る
勇
気
が
も
て
な
く
て
、

大
変
な
思
い
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
い
き
た
い
。 

演 題 



 
 

⑶  令和６年８月１日 いもこじ第５７号        日置地区社会教育振興会 

彼
岸
相
撲
は
大
正
２
年
、
故
白
糸
関

し
ら
い
と
ぜ
き

が
、 

湯
之
元
の
地
で
始
め
ま
し
た
。
現
在
、
桜
公

園(

湯
之
元)

に
、「
白
糸
関
の
碑
」、「
湯
之

元
彼
岸
相
撲
発
祥
の
地
」
の
石
碑
が
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。 

５
年
振
り
と
な
っ
た
今
回
の
大
会
は
小

学
生
、
中
学
生
、
招
待
高
校
生
が
参
加
し
て

行
わ
れ
、
特
に
小
学
生
は
、
各
校
区
で
保
護

者
や
地
域
の
方
々
の
協
力
を
頂
き
な
が

ら
、
相
撲
の
練
習
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

小
学
生
の
学
年
別
の
総
当
た
り
個
人
戦 

小
学
校
低
学
年
の
部
で
、
投
げ
ら
れ
ま

い
、
押
し
出
さ
れ
ま
い
と
踏
ん
張
り
、
必
死

に
な
る
姿
は
、
会
場
を
温
か
い
雰
囲
気
に

し
て
く
れ
ま
し
た
。
小
学
校
高
学
年
の
部

で
は
、
力
強
さ
が
増
し
た
迫
力
あ
る
取
組

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
女
子
の
部
で
は
、

相
手
に
ケ
ガ
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
相
撲
を
取
る
子
供
も
い
ま
し
た
。 

 

鹿
児
島
実
業
高
校
と
樟
南
高
校
の
相
撲 

団
体
戦
と
個
人
戦
で
は
、
立
ち
合
い
の

瞬
間
か
ら
真
剣
さ
、
力
強
さ
が
伝
わ
り
、
大

相
撲
さ
な
が
ら
の
大
迫
力
の
取
組
で
し
た
。

春
分
の
日
の
彼
岸
相
撲
大
会
。
当
日
は
気

温
が
低
く
、
風
も
強
い
中
で
し
た
が
、
会
場

は
大
き
な
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

こ
の
研
修
の
目
的
は
、
子
ど
も
会
で
の
役

割
や
働
き
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
と
と
も

に
、
異
年
齢
で
の
様
々
な
体
験
活
動
を
通
し

て
、
単
位
子
ど
も
会
、
地
域
で
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
で
き
る
資
質
を
養
う
こ
と
で
す
。 

 

１
日
目
、
入
所
式
後
、
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
キ

ン
グ
で
メ
ン
バ
ー
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
午
後

の
活
動
に
備
え
て
Ｋ
Ｙ
Ｔ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

昼
食
後
は
フ
ィ
ー
ル
ド
探
索
ゲ
ー
ム
で

す
。
班
ご
と
に
施
設
内
に
あ
る
キ
ー
ワ
ー

ド
が
表
示
さ
れ
た
場
所
を
探
す
活
動
を
し

ま
し
た
。
中
・
高
校
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー

ダ
ー
を
各
班
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
し
、

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
は
一
人
一
人
に
目

を
か
け
、
協
力
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
声

掛
け
を
し
て
い
ま
し
た
。
夕
食
後
は
、
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
で
天
体
観
測
を
実
施
、
き
れ

い
な
星
空
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
        

２
日
目
、
朝
の
集
い
で
ラ
ジ
オ
体
操
、
午

前
中
は
ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
レ
ー
ム
活
動
で

す
。
木
の
枝
や
実
、
葉
を
班
で
集
め
、
木
枠

の
周
り
に
飾
り
付
け
、
世
界
に
一
つ
だ
け

の
作
品
を
作
り
ま
し
た
。
午
後
の
研
修
は
、 

わ
が
町
か
ら
～
日
置
市
教
育
委
員
会 

 

イ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
宿
泊
研
修 

 
 

〜
薩
摩
川
内
市
少
年
自
然
の
家
Ộ  

大
正
時
代
か
ら
続
く 

彼
岸
相
撲 

 

 
 自

主
研
修
で
す
。
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
が

中
心
に
な
り
、
人
間
知
恵
の
輪
や
物
借
り

リ
レ
ー
、
芋
虫
競
走
等
、
気
を
付
け
る
こ
と

や
上
手
く
で
き
る
コ
ツ
を
示
し
、
み
ん
な

で
楽
し
い
時
間
を
共
有
で
き
ま
し
た
。 

退
所
式
で
は
、
多
く
の
仲
間
が
つ
く
れ

た
こ
と
、
自
然
体
験
の
楽
し
さ
、
大
切
さ

を
学
ん
だ
こ
と
を
代
表
生
徒
が
述
べ
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、「
学
校
で
も
み
ん
な
を
ま

と
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。
地
域
で
活
動

す
る
と
き
も
、
い
ろ
ん
な 

人
と
話
せ
る
よ
う
に
し
た 

い
」、「
ま
た
参
加
し
た
い
。 

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
に 

な
り
た
い
と
思
っ
た
」
な 

ど
、
異
年
齢
で
の
活
動
を 

通
し
て
成
長
し
た
姿
が
見 

ら
れ
ま
し
た
。 

 

令
和
６
年
度
は
、
日
置
市
が
事
務
局
と
な

り
、
第
１
回
鹿
児
島
県
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー

連
絡
協
議
会
を
日
置
市
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
県
内
17

市
の 

少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
関
係 

者
が
一
堂
に
会
し
、
青
少 

年
の
非
行
防
止
や
環
境
浄 

化
、
今
後
の
実
践
活
動
の 

充
実
を
図
る
こ
と
を
趣
旨 

と
し
て
い
ま
す
。 

 
 

研
究
協
議
で
は
、
現
在 

の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
急
速

な
普
及
、
ま
た
、
青
少
年
の
交
流
の
場
が
屋

外
か
ら
ネ
ッ
ト
世
界
へ
移
行
し
、
子
供
た
ち

が
外
出
し
な
く
な
っ
た
た
め
、
大
人
が
子
供

た
ち
の
行
動
を
把
握
し
づ
ら
く
な
っ
て
い

る
と
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。 

研
修
視
察
で
は
、
鹿
児
島
城
西
高
校
を
訪

問
し
ま
し
た
。
本
県
で
唯
一
の
学
び
の
多
様

化
学
校
（
不
登
校
特
例
校
）
と
し
て
教
育
活

動
を
行
っ
て
い
る
ド
リ
ー
ム
コ
ー
ス
に
つ

い
て
研
修
を
深
め
ま
し
た
。
個
々
の
生
徒
に

き
め
細
や
か
で
弾
力
性
の
あ
る
指
導
、
通
学

で
き
な
い
生
徒
へ
の
自
宅
学
習
支
援
な
ど

特
例
校
と
し
て
の
実
践
が
、
不
登
校
の
解
消

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
知
り
、
有

意
義
な
研
修
視
察
と
な
り
ま
し
た
。 

 

本
年
度
は
、
い
ち
き
串
木
野
市
青
少
年
補

導
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
非
行
防
止
啓
発
資

料「
心
豊
か
な
青
少
年
に
」を
作
成
し
ま
す
。 

７
月
に
は
、
各
市
へ
配
布
し
、
児
童
生
徒
へ

の
啓
発
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
▲土俵入りの様子 

 

関
係
機
関
と
の
連
携 

 
 研究協議・情報交換 

わ
が
町
か
ら
～
日
置
市
教
育
委
員
会 

 

わ
が
町
か
ら
～
い
ち
き
串
木
野
市
教
育
委
員
会 

 

わ
が
町
か
ら
～
い
ち
き
串
木
野
市
教
育
委
員
会 

▲ハッケヨイ、ノコッタ 

５
月
18
日
（
土
）
、
19
日
（
日
）
の
１
泊
２
日
、
小
学
５
・
６
年
生
13
名
、
中
学
生
13
名
、

高
校
生
３
名
の
計
29
名
が
参
加
し
て
、
イ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
宿
泊
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

▲フィールド探索ゲーム 

▲ネイチャーフレーム活動 

引率者から（社会教育課長補佐 永井博文）   
はじめてイン・リーダー研修会に参

加し、まず驚いたのは中・高校生が半
数以上参加していることです。貴重な
土日に率先して参加する姿に感銘を
受けました。次に、ジュニア・リーダー
の生徒が、グループ分けやゲームの説
明、実施まで実にスムーズに進行して
いたことです。この姿を見た小・中学
生が憧れを抱き、良き伝統になってい
ることに素晴らしさを感じました。 

子ども会活動が活発に行われてい
る本市の特徴だと思いました。 

 
▲退所式集合写真 



 

猛
暑
の
今
年
の
夏
、「
パ
リ
五
輪
」
に
日
本

中
が
熱
狂
し
て
い
ま
す
。 

熾
烈
な
メ
ダ
ル
争
い
で
す
が
、
日
本
人
選

手
に
限
ら
ず
、
外
国
人
選
手
の
活
躍
も
、
多

く
の
人
に
感
動
や
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。 

「
い
も
こ
じ
」
も
、
地
域
の
方
々
の
活
動

を
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も

地
域
へ
さ
さ
や
か
な
夢
や
希
望
が
届
け
ら

れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

(

事
務
局 

田
中
） 

  
 
 
 
 
 

 
 

 

いもこじ第５７号        日置地区社会教育振興会 ⑷ 令和 6 年８月 1 日 

中
之
島
子
ど
も
会
で
は
、
５
月
に
子
ど

も
会
総
会
を
開
き
、
年
間
計
画
を
決
定
し

ま
す
。
総
会
ま
で
に
、
「
今
年
は
何
を
し
た

い
か
」
を
子
供
、
大
人
の
両
方
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
り
、
そ
の
結
果
を
子
ど
も
会
長
が

ま
と
め
、
総
会
に
諮
り
ま
す
。 

総
会
は
、
予
定
通
り
進
む
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
会
の
途
中
、
低
学
年
の
児
童
か

ら
、
「
釣
り
大
会
が
し
た
い
」
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
、
そ
の
意
見
を
尊

重
し
、
場
所
、
時
間
帯
、
延
期
の
場
合
の
対

応
等
、
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
ま
し
た
。 

釣
り
大
会
の
一
週
間 

前
、
漁
協
の
方
を
講
師 

に
釣
り
竿
つ
く
り
を
し 

ま
し
た
。
釣
り
大
会
当 

日
は
大
雨
で
、
翌
日
に 

延
期
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
日
は
、
ほ
ど
よ
い 

天
気
に
恵
ま
れ
、
釣
果 

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
閉
会
式

で
は
、
「
重
か
っ
た
で
賞
」
「
た
く
さ
ん
釣

っ
た
で
賞
」
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

中
之
島
で
は
、
中
之
島
な
ら
で
は
の
自

然
を
楽
し
む
こ
と
、
地
域
の
方
と
の
ふ
れ

あ
い
を
も
つ
こ
と
、
地
域
に
貢
献
で
き
る

こ
と
、
異
年
齢
集
団
で
仲
良
く
活
動
す
る

こ
と
な
ど
を
組
み
入
れ
て
い
ま
す
。
今
年

も
、
島
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。  

  
 

編集後記 

日
置
地
区  

Ｐ
Ｔ
Ａ
正
副
会
長
等
研
修
会 

７
月
６
日
（
土
）
、
い
ち
き
串
木
野
市
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
日
置
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
正
副
会
長

等
研
修
会
・
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
教
育
講
演
会
及
び
い
ち
き
串
木
野
市
家
庭
教
育
全
体
研
修
会
が
、
２

市
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校
関
係
者
、
行
政
関
係
者
等
約
１
５
０
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

語
ら
れ
ま
し
た
。 

同
和
問
題
を
含
む 

様
々
な
人
権
課
題
に 

つ
い
て
は
「
か
わ
い 

そ
う
で
は
な
く
、
共 

感
、
尊
敬
す
る
こ
と 

に
よ
っ
て
差
別
・
偏 

見
が
な
く
な
っ
て
い 

く
」
と
い
う
指
導
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

本
研
修
会
の
学
び
を
、
各
家
庭
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
関
係
の
学
習
に
広
げ
、
多
く
の
方
の
人

権
意
識
の
高
揚
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
（
左
記
は
参
加
者
の
感
想
で
す
）。 

い
ち
き
串
木
野
市 

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会 

の
久
保
博
志
会
長
か 

ら
、「
コ
ロ
ナ
禍
後
、 

Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
が
本
格 

的
に
再
開
し
て
い
ま 

す
。
苦
労
も
多
い
で 

す
が
、
そ
の
活
動
は
全
て
子
供
の
健
全
育
成

の
た
め
で
あ
り
、
互
い
に
連
携
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
、
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
を 

講
師
は
、
認
定
こ
ど
も
園
紫
原
幼
稚
園
の

花
月
敏
郎
園
長
で
す
。
花
月
氏
は
県
教
育
庁

人
権
同
和
教
育
課
長
や
鹿
児
島
市
立
紫
原

中
学
校
長
等
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。 

演
題
は「
あ
な
た
を 

そ
し
て 

私
を
大
切
に

す
る
こ
と
で…

」
で
し
た
。 

自
己
肯
定
感
を
高
め
る
た
め
に
、「
一
つ

の
声
掛
け
が
自
己
肯 

定
感
を
左
右
す
る
」、 

「
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ 

す
る
こ
と
で
人
の
見 

方
が
変
わ
り
、
相
手 

を
肯
定
的
に
捉
え
る 

こ
と
が
で
き
る
」
と 

分
か
り
や
す
く
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
多
様
性
と
調
和
が
求
め
ら
れ
る
こ

れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
互
い
に
認
め
合
い
、

尊
重
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
熱
く 

悲
運
の
僧 

俊
寛
を
祀ま

つ

る
「
俊
寛
堂
」 

～
三
島
村
指
定
文
化
財
～ 

わ
が
町
か
ら
～
十
島
村
教
育
委
員
会 

１
１
７
７
年
、
権
勢
極
ま
る
平
家
の
時

代
、
俊
寛
ら
３
人
は
京
都
で
平
家
討
伐
を

企
て
た
と
し
て
、
平
清
盛
に
よ
っ
て
薩
摩

国
の
鬼
界
ケ
島
に
流
罪
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
島
が
現
在
の
硫
黄
島
で
あ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

後
に
恩
赦
が
発
せ
ら
れ
、
島
を
去
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
赦
免
状
に
俊
寛
の

名
だ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
俊
寛
は
赦
免
船

に
す
が
り
つ
き
、
必
死
に
乗
せ
て
い
っ
て

く
れ
る
よ
う
泣
い
て
頼
み
ま
し
た
が
、
使

者
に
引
き
剥
が
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

絶
海
の
孤
島
に
残
さ
れ
た
俊
寛
は
嘆
き
絶

望
し
て
泣
き
崩
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。
そ
の

後
、
一
人
粗
末
な
庵

い
お
り

(
住
居
)
に
住
ん
で
い

ま
し
た
が
、
２
年
後
、
失
意
の
う
ち
に
37

歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。  

島
の
人
た
ち
は
そ
の 

生
涯
を
哀
れ
み
、
俊
寛 

が
行
き
来
し
た
川
原
に 

墓
を
建
て
、
後
に
庵
跡 

に
墓
を
移
転
し
、「
俊 

寛
堂
」(

写
真)

と
し
て
、 

祀ま
つ

っ
て
き
ま
し
た
。
今
も
お
盆
に
は
俊
寛

を
弔
う
送
り
火
が
焚
か
れ
ま
す
。 

こ
こ
硫
黄
島
で
は
、
中
村
屋
に
よ
る
屋

外
歌
舞
伎
「
俊
寛
」
が
平
成
８
年
、
23
年

の
２
回
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
故
中
村

勘
三
郎
さ
ん
の
遺
志
が
引
き
継
が
れ
、
13

回
忌
に
当
た
る
こ
の
10
月
に
３
回
目
の
公

演
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

わ
が
町
か
ら
～
三
島
村
教
育
委
員
会 

わ
が
町
か
ら
～
十
島
村
教
育
委
員
会 

わ
が
町
か
ら
～
三
島
村
教
育
委
員
会 

釣
り
大
会 

中
之
島 子

ど
も
会 

❖ 

分
か
り
易
く
、
心
に
響
く
講
演
で
し
た
。

今
日
の
学
び
を
生
か
し
、
一
つ
一
つ
の
言

葉
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。 

❖ 

相
手
に
共
感
し
、
尊
敬
す
る
こ
と
を
少

し
で
も
実
践
し
て
い
き
た
い
。 

❖ 

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
も
っ
と

多
く
の
人
に
聞
い
て
も
ら
い
た
か
っ
た
で

す
（
Ｗ
ｅ
ｂ
講
演
な
ど
）。 

 
▲挨拶をする久保博志会長 

 研修会の様子 

 
▲講師の花月敏郎氏 
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